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＊ ちょうど，本編集室を執筆している 2020 年 4 月
初めの時点では，新型コロナウイルスの影響から，オリン
ピックの延期，不要不急の外出自粛，在宅勤務の推奨など
が世間で騒がれ，日々の感染者が増加の一途をたどってい
ます．

＊ 本会も広島大学で予定されていた 2020 年総合大会
の現地開催が中止となり，各種研究会も開催の中止やオン
ライン開催となり，大きな影響を受けています．Tele-
phone, Television など場所を問わず様々なコミュニケー
ション手段，情報伝達手段を提供してきた ICT 技術は，
このような状況でも社会生活が続けられるツールや環境を
提供できているでしょうか？

＊ 外出ができなくても友人とオンラインゲームでつな
がったり，出社しなくてもリモートアクセスで会社にいる
のと同じような環境で仕事ができたり，不自由ではあるか
もしれませんが，大きく貢献していると私は思います．

＊ ハードルが高い方が，高い到達点を目指した方が，
技術は大きく進化します．今回の未曽有の危機も人類に与
えられた大きな試練として，どのような環境の変化にも対
応していくための研究開発を本会としても目指し，大きな
試練に技術で貢献したいと考えています．

（編集理事 川端明生）
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